職種：金型製作　　職務：金型製作

【概要】

金型製作とは、型鍛造のための金型を製作することである。また、製作した金型の検査

や保守、維持管理も金型製作に含まれる。鍛造金型は金型の強度と対磨耗性が必要であり、熱処理された合金鋼が多用されている。フライス盤による機械加工から、自動プログラミング装置の開発によるNC加工へと自動化、高精度化が進んでいる。フライス盤のデジタイジング機能やデジタイジング専用機による３次元自由曲面もNCフライス盤・マシニングセンタで加工できるようになった。さらに、CAD/CAMの進歩と普及とともに、NC加工が主流となったのである。

【仕事の内容】

フライス盤や放電加工機などの各種工作機械による機械加工、表面仕上げ、保守、金型検査・点検といった金型の製作と維持管理を行う仕事である。金型は、鍛造時の加工圧力や温度上昇により弾性変形が生じる。また、熱負荷による磨耗、へたり、かじりが生じる。これにより鍛造製品の寸法変化やばらつきが発生し、製品精度の低下を招くことになる。このような事態を防ぐことが重要となる。また、一定期間使用した金型の再生加工を行うことで、生産性を高めることにもつながる。

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、公的資格は特に必要とされないが、高度な熟練技能や数学の知識が必要であるため、工業高校卒業者が多く従事している。普通高校から入職する場合は、職業訓練校などで製図や機械工作法などを学ぶことが望ましい。

（2） 技能検定（鍛造）の資格（１級、２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） 技能検定（金型製作）の資格（特級、１級、２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。また、転職時にも、資格保有者は有利である。

（4） 金型工として必要な資質は、鍛造業や鍛造製品に関する興味や関心を持っていること、鍛造製品の精度向上に取り組むとともに金型製作技法等の自身の技能レベル向上への意欲を持っていること、心身ともにタフであることなどが挙げられる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

鍛造（１級・２級）

機械加工（数値制御旋盤作業・マシニングセンタ作業・数値制御フライス盤作業）

（１級・２級・３級）

放電加工（型彫り放電加工作業）（１級・２級）

· 職業訓練認定コース　鍛造技術通信講座〔日本鍛造協会〕
１級技能士鍛造科
２級技能士鍛造科
資格に関係しない普通コースも併設

· 技能検定〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕
職種：金型製作

特級

１級　プレス金型製作作業、プラスチック成形用金型製作作業

２級　（１級に同じ）

· 高度熟練技能者　（職種：金型製作）

· 研削といし取替え等業務に係わる特別教育

· 粉じん作業特別教育

· 床上操作式クレーン運転技能講習

· 玉掛け技能講習

· ガス溶接技能講習

· アーク溶接特別教育

【労働省職業分類（小分類）との対応】
　　５１４　鍛造工

　　５５９　その他の金属加工の職業

　　５５９－２２　工具製造工（金型工）

